中型超音速風洞の気流特性 : その2 by 髙木  正平 & 高田  晃輔
中型超音速風洞の気流特性 : その2











○ 髙木 正平 （航空宇宙機システム研究センター 教授） 













































文献 1 を参照した。なお、以降絶対湿度と相対湿度をそれぞれ AH と RH と略記することとし、





を図 2b に、図 2c は絶対湿度が最も高いケースにおいて静圧変動とレーザー透過光の周波数分析
結果を比較する。絶対湿度が最も低い AH1.9 では、静圧の変動は最も小さく、その実効値は動圧
に対して 0.1%以下であり、一般に静粛な超音速流とみなせる。一方最も高い AH8.9 では静圧変動
波形に水蒸気の凝縮による自励振動が観察され、図 2c からレーザー透過光との強い相関が確認で

































ー法で可視化した。その結果を図 3 と図 4 に示す。
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